




















ISSN   0385-8316



























　赴任翌年より 4 年間にわたり、学部長補佐を務められ、2000 年よりは大学院のご担当、また
創価大学のコンピューターセンター長など要職を務められました。






















　学外でも、2001 年から 2017 年の長きにわたって私立大学情報教育協会の研究発表会の運営委




















　1894 年（明治 27 年）和歌山県で生まれ、1918 年（大正７年）大阪市北区（現在は福島区）で、
夫人と弟の３人で松下電気器具製作所を創立し、1935 年（昭和 10 年）松下電器産業（株）を設
立しました。
　終戦後、GHQ から財閥に指定され、それを契機に 1946 年（昭和 21 年）PHP 研究所を創設、
一代で町工場から世界のパナソニックに発展させた伝説の人でもあります。






























　当時の東方電機は、赤字が数億円、社員平均年齢 43 歳、月商 800 万円、その月の人件費が 1
千万円を超えている会社で、その上、３か月も給料が未払いという状況でした。














































































































































　昭和 54 年 G3 の国際規格が決まり、松下だけが 100％約束を履行することが出来ました。
　後の話となりますが、４半世紀を過ぎた 2015 年、日本政府に IEEE（米国電気電子学会）か
ら世界の電気・電子技術・情報・通信分野における歴史的偉業に対して認定する賞として、G3
ファクシミリが認定され、この栄誉は、世界の技術史に永久保存されことになりました。






　松下電送は、20 年間で世界 93 ヶ国に輸出して、売上は再建当時の 344 倍に伸びました。私の
創立者池田大作先生と松下幸之助創業者（木野　親之）  
社長就任以来、20 年間、右肩 45 度で急成長致しました。
　日本一の優良会社として、世界的に有名なイギリスのロングマン社出版の「日本の奇跡」とい
う本の中で第一に大きく紹介されるまでに成長いたしました。














































































































[1] 木野親之、「松下幸之助氏の王道の経営としての人間主義経営」、創価経営論集、第 41 巻、第 1 号、


















































































































































の位置づけがなされていないという批判もあるようだが、この (10) にあるように Maslow の人
間主義の概念はきわめて利他を重要視しているものである。
　ここで特記しておくべきことは、この自己実現した人とは例外的な存在であると考えている
















する。勿論同一の意味ではないにしろ、特徴の (9) は仏法では「無作」、(10) は「菩薩」、(11) は
「縁」の概念に似ている部分がある。
　(12) はアインシュタインの宇宙的宗教 (Cosmic Religion) を思い出させる。宇宙的宗教とはア
インシュタインの言葉を借りれば「宇宙の法則の中に具現化し、心と関連する、あらかじめ確
























































思われるので、まず Maslow の人間主義心理学に基づいて構築された McGregor の X- Y 理論と
Maslow の Z 理論の概括をする。
創価経営論集　第42巻	第１号 0
1．McGregor の X-Y 理論と Maslow の自己実現の経営
　経営学者の Douglas McGregor は著書 The Human Side of Enterprise [11] の中で Maslow の基本
的要求理論に基づいた経営理論である X- Y 理論を唱えた。X 理論とは「人間はふつう働くこと
を嫌う傾向をもっている。だから、仕事を完了させるためには、罰によって強制したり、統制し
たり、指揮したり、脅かしたりしなければならない」というものである。これに対し McGregor









　この Y 理論の実践性を Maslow は高く評価した。しかし、それに加えて次のような論評を行っ
ている。すなわち Maslow は McGregor が人間の心理面に対して「十分な理解をしていなかった
と感じた。つまり、Y 理論は、一般的によく適応した人を対象としたものである。（中略）Y 理
論のようなシステムは、脅威を感じている人たちの住む国では、うまくゆかないであろう」[5]。

































間性に焦点を当てた経営手段の一方法である。1966 年には 2000 人ほどであったコーチの数は













































































レーションの時代が始まっている。例えば、日本の自動車業界では、JNX (Japanese automotive 
Network eXchange) と称する共通情報ネットワークを構築し、そこに自動車メーカと部品メーカ




























































1. 日本労働年鑑　第 58 集　1988 年版：法政大学社会問題研究所、http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/
rn/58/rn1988 -137.html
2. アウェイク、http://www.crossroad.co.jp/awake/mokuteki.html

















2002 年 9 月 12 日
16. アナン国連事務総長：「『開発か環境か』ではない」、朝日新聞、2002 年






























The Humanistic Management and a Spirit  




























































































































































































































































































































































































































[17] 秋山正樹：private communication, 2004
（創価経営論集　第 29 巻、第 1・2・3 合併号、2004 年 12 月）

CSR と人間主義リーダーの重要性（山中　馨）  
はじめに









　CSR について共通に認められた定義はまだ存在しない。それは CSR 自体が社会の変化に合わ
せてどんどん発展していることも一因であろう。しかし議論を進めるにあたって、やはり定義に
あたるものから始めたい。ここでは昨年 European Multi - stakeholder Forum on CSR が出した最
終レポート“Final Results & Recommendations”[1] に定義が試みられているのでそれを以下に示
す。
　CSR is a concept whereby companies integrate social and environmental concerns in their 
business operations and in their interactions with their stakeholders on a voluntary basis.
　この定義での「CSR とは何か」に対する答えのポイントは３点ある。まず、(1) CSR とは
social and environmental concerns 即ち社会問題と環境問題に関わることである。(2) CSR は in 
their business operations and in their interactions with their stakeholders 即ち企業のビジネス活動
そのものと利害関係者とのコミュニケーションの両方に関わることである。そして、(3) CSR は
企業が on a voluntary basis つまり自発的意思で行うものである。





Crucial Role of a Humanistic Leader on CSR
山　中　　馨
創価経営論集　第42巻	第１号 
　CSR is about the core business activities of a company, and while companies are there to 
make profits, an approach which integrates environmental and social considerations and is 
based on dialogue with stakeholders is likely to contribute to the long - term sustainability of 
business in society.
　ここでのポイントは次のような部分であろう。(1) CSR は about the core business activities of 
a company 即ち、企業のビジネス活動の中核である。(2) CSR は to contribute to the long - term 







　日本経団連は 1991 年に企業行動憲章を策定し 2004 年５月に新たにまた、企業行動憲章を策定
した。その間、2002 年には海外事業活動関連協議会報告書を発表し、2003 年 10 月には社会的責
任経営部会を設置した。現在部会長は住友化学㈱の常務の廣瀬博氏である。廣瀬部会長の報告書

















CSR と人間主義リーダーの重要性（山中　馨）  
　「SR に関するガイダンス規格」はブラジルとスウェーデンを議長国とするワーキンググループ
において策定作業が進められることになった。そこで本年３月ブラジルの都市サルバドールにお
いて ISO の SR に関するワーキンググループ第 1 回総会が開かれた。日本代表団 14 名の団長で





































　ところで上に述べた問題は CSR の概念からすれば、CSR 以前の問題である。コンプライアン






























































































チは既に始まっています。CSR は 21 世紀の企業経営にとって重要なキーのひとつとなるで
CSR と人間主義リーダーの重要性（山中　馨）  
しょう」。
　ここでは環境、社会という側面からの説明の代わりに利害関係者の広がりとして CSR を捉え


































　しかし、環境経営と CSR は違う。環境経営とはあくまでも企業の環境対応策であって、第 1



















そこで次のようなニュース [8] にも注意が喚起されるべきである。「2003 年４月 16 日、米国の




















　日本アイビーエムの環境室長であり NSC (Network for Sustainability Communication) 幹事の岡










ているのは、（中略）全体的には『CSR によって 21 世紀に生き残る企業を築く』という回
答が多いのが現状です。まだまだ企業本位で、経済・環境・社会を合わせて評価すると表
明しながらも、経済の要素が優位性をもち、本来の目的までたどりつかないうちに CSR の
本質を見失ってしまっているように思えます」、「SRI による企業評価の向上や ISO 対策に
奔走するだけの企業姿勢は CSR の本質からはずれているといえるのではないでしょうか」。 
　この主張を認めるならば、CSR は経営者に対して経営のパラダイムシフトを突きつけている
といえる。CSR とは第 5 節「日本の CSR の捉え方」で述べたような単なる企業の社会的価値
の向上のための経営手法ではなく、経営に関する意識革命である。岡本氏は文献 [9] で HSBC 




































という点について考察してみたい。岡本亨二氏 [9] は前述したように CSR の本質として「生物
多様性の保護や生態系の維持」としているが、ここでは sustainable development（持続可能な発
展）という言葉が意味したそもそもの原点に立ち返って考えてみたい。それはローマ・クラブが


















チェイ氏と本学の創立者池田大作氏の対談「二十一世紀への警鐘」[12] が 1984 年に出版され、
広く世間に警告を発したところである。ところが、この様にして出された警告であったが、事態
の深刻さに対して地球的規模での取り組みがなされることはなかった。なんらの取り組みもなさ
れないまま過ぎてしまった 20 年後の 1992 年、「成長の限界」の著者達は 20 年間の変化を見つめ、
「多くの資源や汚染のフローがすでに持続可能性の限界をこえてしまっていること」を認識した。













































































　以上のような立場に立って CSR をみるならば、当然 CSR は企業経営の根幹にかかわるもので
あり、かつ経営トップがリーダーシップを発揮して推進する以外にない。経営者はこのような
CSR の本質を理解し、持続可能な社会の多様な側面の中から独自の CSR を推進することが求め
られている。そしてそれは他律的なものではなく、あくまでもリーダーの内発的なビジネス信条
創価経営論集　第42巻	第１号 















































































[1] European Multi -Stakeholder Forum on CSR, Final Results & Recommendations, 
     http://forum.europa.eu.int/irc/empl/csr_eu_multi_stakeholder_forum/info/data/en/CSR%20Forum
% 20final% 20report.pdf、2004
[2] 廣瀬　博、「CSR を日本企業の「強み」にする」、経済 Trend　2004・11、2004
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（創価経営論集　第 30 巻、第 1 号、2006 年 1 月）
社会起業家による「SGI の日」記念提言の具現化（山中　馨）  
はじめに






　「SGI の日」記念提言は 1983 年の第８回「SGI の日」以来創立者が毎年発表されている平和提
言であり、軍縮キャンペーンをはじめとする国連への提言などが各界の指導的立場の識者により






















































































































社会起業家による「SGI の日」記念提言の具現化（山中　馨）  
とは、失業対策、地域コミュニティの再生、教育改革、環境問題の解決などを目指して London 































近年関心が高まってきている。この層の人々は、一般に BOP と呼ばれている。BOP は当初
創価経営論集　第42巻	第１号 
Bottom of the Economic Pyramid、即ち所得階層ピラミッドの最底辺の 40 億人を意味していたが、












































よそ 5,500 万世帯が貸付を受け、その 3/4 が貧困から抜け出すことができたとされている(8)。
　アメリカでは R. ハガティ（Rosanne Haggerty）率いる NPO の Common Ground Community
がホームレスの自立支援を目的として、廃屋と化したホテルを次々とアパートに改修し彼らに住
























































































































社会起業家による「SGI の日」記念提言の具現化（山中　馨）  
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限ってみても数多くの企業や NPO 法人が社会的企業として活躍をしている。2009 年２月には、
経済産業省が「日本を代表するソーシャルビジネス 55 選」[2] を選定し公表した。この代表企業選
















光・農業体験等の地域活性化」における事業体が 25 団体と全体の 45.5％を占めていて目を引く。













































































































































































































No 企業、団体名 所在地 事業内容
1 アルタエコ フランス フェアトレード
2 マックスハベラー フランス フェアトレード認証ラベル発行
3 ラオスファーマー・プロダクツ ラオス フェアトレード
4 トランスフェア アメリカ フェアトレード
5 ビオプラネタ メキシコ フェアトレード
6 エコベール ベルギー 環境保護の洗剤開発
7 サラヤ 日本 環境保護の洗剤開発
8 コパード オランダ 益虫によるバイオ農法
9 ノボ　ノルディック　ファーマ デンマーク 大規模工場地帯の環境保全
10 アラビンド眼科病院 インド 白内障治療システム
11 スカンディック・ホテルチェーン スウェーデン 環境負荷軽減ホテル
12 エコツーリズム自然公園 ネパール アンナプルナ自然公園
13 フォーメイション・カーペット ネパール 女性によるカーペット製造
14 グラミン銀行 バングラデシュ マイクロクレジット貸付
15 ウエイストコンサーン バングラデシュ 生ゴミから天然肥料製造
16 プルキ バングラデシュ 保育園運営会社
17 シノフォレスト 中国 木材農場
18 合鴨農法 日本 有機農法稲作
19 NPOフローレンス 日本 病児保育問題の解消
20 ビッグイシュー日本 日本 ホームレス自立支援；雑誌販売
21 NPOかものはしプロジェクト 日本 カンボジアの児童買春撲滅
22 ナカノ㈱ 日本 古着・古布等故繊維のリサイクル
23 パワーライト アメリカ ソーラーパネルのトップメーカー
24 アメリカン・アパレル アメリカ アメリカ国内でＴシャツ製造
25 フレックスカー アメリカ 自動車共有システム
26 アショカ財団 アメリカ 社会起業家支援
27 ストーニーフィールド アメリカ 有機食材；有機農家育成
28 メタボリックス アメリカ バイオプラスティック
29 ドミニ・ソーシャルインデックス アメリカ 社会責任投資ファンド
30 インターフェイス アメリカ オフィス用カーペットメーカー
31 タマル計画 ブラジル ウミガメ絶滅救援
32 CDI ブラジル スラム街でのコンピュータ教室



















































このラベルを使用している生産者は 46 カ国、80 万軒を超え（2005 年現在）、生産者とその家族
500 万人の生活改善をしてきたと報告されている。同１位のグラミン銀行は、マイクロクレジッ
トの制度を創設し革新的貧困対策を行なった典型的な社会的企業である。支店数は 2,565 であ
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「ソーシャルビジネス 55 選」にみる日本の社会起業家の力（山中　馨）  
はじめに
　社会的企業についてはこれまで二つの論文で論じてきた [1][2]。まず、社会的企業の役割は創立
者池田大作先生の第 34 回「SGI の日」記念提言 [3] で提起された「人道的競争」の具現化の可能
性のあることを示した [1]。次に、社会的企業の評価基準を作成し、世界的に広く社会的企業と認
知されている 33 社を対象にして、その基準を適用し評価した [2]。その評価結果から社会的企業
の特徴を「社会性」「事業性」「革新性」の三側面から明らかにするとともに、社会的企業の地域
性や企業ランキングを示した。













事業者のことである。応募事業者総数が 107 団体あり、そのうち 70 事業者に対面審査を実施し、
最終的に 55 事業者を選定した。55 事業者の詳しい状況は「ソーシャルビジネスネット」[5] にお
いて公表されている。選定された 55 事業者の主な活動分野として「55 選」では次の４つの大分
類がなされている。すなわち (1)「街づくり・観光・農業体験等の分野で地域活性化のための人
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数が 25、分類 (2) は 18、分類 (3) が７、分類 (4) が５事業者となっている。分類 (1) の「街づく
り・観光・農業体験等の地域活性化」における事業者が全体の 45.5％にのぼり、分類 (2)「子育


























ト」[5] の記述により、またはその事業者が独自に Web サイトを持っている場合は、そのサイトを
調べることにより収集したデータに基づいている。
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　事業者の事業形態については、特定非営利活動法人いわゆる NPO 法人、株式会社、社会福祉
法人など様々である。表１にそれらの形態ごとの事業者数および全体に占める割合を示しておく。
表１から明らかなことは、NPO 法人が全体の 52.7% と半数以上を占めていることである。一民
間人がある事業を起こそうとする場合、特に社会貢献を前面に押し出す場合には NPO 法人にす
るのが合理的でもあり、資金集め等を考えても起業しやすい状況があろう。続いて株式会社、有
限会社がそれぞれ 27.3%、7.3% であり、会社組織が全体の 34.6% を占めている。利潤を追求する
会社組織として社会的企業を運営する形態も 1/3 を越えて存在していることがわかる。なお、社


















NPO法人 株式会社 有限会社 社会福祉法人その他 合計　
29 15 4 7 55
52.7% 27.3% 7.3% 12.7% 100%
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　次に各分野別での相関係数の大きさを見ていく。ただし、分類 (1) では 55 事業者全体の図 4-1
と左程変わらない傾向であるのでここでは特に述べない。分類 (2) における４つの力の関係を図
4-2 に示した。全体の図 4-1 とは特徴を異にする図が得られた。もっとも関係性が強いのは「内発
性」（＝1）と「社会変革」（＝2）であり、この点は全体の図と変わらない。しかし相関係数の大
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きさは 0.77 と非常に強い関係性のあることが認められる。次に大きな相関を示しているのは「自
立性」（＝3）と「ネットワーク」（＝4）であり、0.54 である。図 4-1 での最大の相関係数 0.53 を上
回っており、この関係も重視しておく必要がある。すなわち、人間連帯の「ネットワーク」活用
の優れた力を持っている事業者が「自立性」に勝っているということである。この点は、全体に
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確かに女性リーダーと男性リーダーの間に差があると断定できるのか、ｔ検定を行ってみた。
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Roles of Human Beings and of Business Enterprises 





















　利益の役割としてドラッカーがあげたのは次の４点である[4, 5]、すなわち (1) 評価尺度、(2) 保
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ABSTRACT
Dr. Daisaku Ikeda’s philosophy called “Buddhist Humanism” is described. D. Ikeda is the 
founder of Soka University and the leader of the Soka Gakkai. We pick out the three important 
features of his philosophy which are “Ordinary person as the most precious existence”, “The 
totality of our personhood” and “Happiness of both oneself and others”.
On the other hand, the Japanese - specific ways of management by top leaders of large Japanese 
companies are described. From 1995, over 200 business top leaders have visited Soka University 
and they have given lectures on their management. Presidents of Japan’s leading companies, e.g., 
Toyota, Panasonic, Hitachi, NEC, etc., were the speakers for this lecture series. We pointed out 
some distinctive features of Japanese leaderships that are, for example, the “self - transformation 
power” and “family - style management”.
We associate Japanese leadership with Ikeda’s philosophy. And we show that the Japanese -
specific management can be transformed to the universal management style by adopting the 
philosophy. Finally, we propose the concept of “Humanitarian Competition” to realize the 
sustainable development in the society of the future.
1. Introduction
At the beginning, we would like to show a warning against the current society of Dr. Daisaku 
Ikeda, the founder of Soka University [1].
“What is important is ‘the future’. What will you do to benefit all mankind and the world by 
the wealth and richness which were obtained by working hard ever. ‘For what purpose’ do human 
beings work and live? We lack the ‘philosophy’ and the ‘human nature’ which can answer this 
question. The philosophy which can answer above question would be a driving force towards true 
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prosperity”.
In this paper we propose the philosophy which could be the base of the society of the future. 
D. Ikeda is the third president of the Soka Gakkai (Value -Creating Society) and the founder 
of SGI (the Soka Gakkai International) which is perhaps the largest, most diverse international 
Buddhist association in the world today[2]. He applies the wisdom of Mahayana Buddhism to a 
practical philosophy of our daily life. 
The movement of Soka Gakkai is based on the 700 -year -old tradition of Nichiren (13th -century 
Japanese priest) Buddhism which upholds the teachings of the Lotus Sutra of Shakyamuni Buddha. 
The movement is characterized by its emphasis on individual empowerment and social engagement 
to advance peace, culture and education.
The word “Buddhist humanism” is the phrase that D. Ikeda often uses to characterize his 
stance. It is a philosophical perspective that reflects the core spirit of the Lotus Sutra and Nichiren 
Buddhism. We will pick out three important features of D. Ikeda’s “Humanism” philosophy. One 
of them is “Ordinary person as the most precious existence”, the second is “The totality of our 
personhood” and the other is “Happiness of both oneself and others”.
From 1995, over 200 business top leaders have visited Soka University and they have given 
lectures on their management. Presidents of Japan’s leading companies, e.g., Toyota, Panasonic, 
Hitachi, NEC, etc., were the speakers for this lecture series. We take up distinguishing speeches 
among the lectures. And we explore the relevance of D. Ikeda’s thoughts and top leaders’ wisdoms 
of the management.
2. Ordinary Person as the Most Precious Existence
The first feature, “Ordinary person as the most precious existence”, is the essence of the idea 
of Lotus Sutra. Nichiren Buddhism teaches that “ in the mind of ordinary person, there is Buddha 
nature. Every person has the potential to flowering it [3]”. By this reason, the ordinary person is 
the most precious existence. In Ikeda’s Humanism this idea is expressed as “ human beings have 
unlimited potential”. And this is one of the principles of the movement of the Soka Gakkai.
On the other hand, many top leaders who visited Soka University cited “the self - transformation 
power” as one of the requirements of leadership. It is well known that Japanese companies are keen 
on the education of new employees. Another thing we want to point out here is that the Japanese 
company’s personnel changes have been made in terms of human resource development. The 
personnel changes in Japan are not determined in consultation with managers and employees but 
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are determined by the top -down. We will introduce some episodes which the top - leaders have 
experienced [4].
Y. Tanahashi who was a chairman of the board of Nippon Steel Solutions Corp. (at the time of 
the lecture) said that “ the turning point of my life was when I was appointed as a director in charge 
of Information and Communication Electronics Division at Nippon Steel Corp. When I received the 
appointment of the personnel, I was surprised and came very near to falling off the chair. Until then 
I was a man who hated the computer and did not even touch the keyboard”.
M. Sakurai who was a president of Ricoh Company said “I could tackle various jobs without 
falter and with the dictates of curiosity. Personally to experience a variety of sectors has become a 
foundation of my life. I changed my personality. Originally I was a person who made a plan with a 
dense analysis. But I became a person who tried to act anyway”.
M. Kusama who was a chairman of the board of Seiko Epson Corp. said “I raised my hand to all 
of the personnel changes. This has led to the development of my own leadership”.
Y. Fukuhara who is a honorary chairman of Shiseido Corp. said “ I was born as an only 
child and I preferred academic study. I wanted to avoid interviews and speaking out in public, if 
possible. But, I changed myself. After then, I have actively received coverage of mass media such as 
newspapers, magazines and TV, and have been trying to speak more and more”.
When Daiei, the big supermarket chain in Japan, bought a professional baseball team, a 
person who was appointed in charge of the team was a man who had been responsible for a food 
sector of the market. When a hotel was build next to the baseball stadium, a store manager of the 
supermarket became a hotel manager. 
Therefore Japanese companies are not composed with a collection of expert groups. Of course, 
experts group are required in business, but they train generalists as next leaders.
Konosuke Matsushita, the founder of Panasonic Corp., is called “god of management” in Japan. 
He was the most excellent business leader. And he had been an active leader throughout the life. He 
had experienced various positions from a manager of small factory to a president of global mega -
corporation. He successfully transformed himself according to the change of his position. 
His motto was to “make each day anew”. He founded the Matsushita Institute of Government 
and Management when he was 84. He loved the poem called “Youth” by Samuel Ullman, and he 
made a poem based on it [5].
    YOUTH
“Youth is a state of mind.
As long as you are filled with faith, hope and courage,
and do the best you can in your ever - changing daily life,
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    youth will be yours forever”
This is a thought that matches Ikeda’s Humanism that advocates “Be youth through your 
lifetime”. Ikeda and Matsushita had repeated dialogue for several years and they resonated 
mentally [6].
Above episodes show the importance of “self - transformation power” of Japanese business 
leaders. This can be seen as one of the examples embodying the idea that “ human beings have 
unlimited potential”. Dr. Ikeda expresses this power as “ the power to break the wall of the mind”. 
The “impossible” is in your mind which decides that you would not be able to. If you could break 
this wall, a new world would be spread before you.
From the perspective of Buddhism, the species of their own success should be subjected to 
others. Therefore this leads to the training of successors. K. Matsushita was always in contact with 
the employees and he tried to grow employees as excellent managers more than himself.
Ikeda pointed out as follows. “The main point of the nation or of the company is whether the 
long - term human resource development is carried out. It is the key to growth and decay of one 
ethnic, one nation and one organization. The problem is whether young people who are responsible 
for the future are educated enough and how richly they store the energy for the future flight [6]”.
The word “self - transformation power” would be misleading. The leader need not change his 
original personality to new one. Nichiren Buddhism teaches that his old personality still exists 
inconspicuous in his mind, and the new personality which was originally present in his mind 
becomes conspicuous. Thus he can expand and extend the lesser self toward the ideal of the 
greater self. 
Therefore, the thought of “Ordinary person as the most precious existence” is considered to 
be the basic idea of the process bringing forth our full human potential. In the Soka Gakkai, this is 
called “human revolution”.
3. The Totality of Our Personhood
The idea of “The totality of our personhood” is one of the ways of thinking of Buddhism for 
our perception of things. Ikeda says as follows [7]. “Intellect, reasoning, and emotion are superficial 
attribute of the life force, but they are not the life force. They must protect the life force and work to 
the end that the life force can manifest itself in loftier ways”. From the point of view of Buddhism, 
the western thought is considered to lay disproportionate emphasis on reason. 
This does not mean that Buddhism neglect reason. On the contrary, Buddhist thinks that 
everything works according to reason, and this reason can be universally understood. This is 
another essential aspect of Buddhism. The one area that Buddhism excels is that it is based on 
Buddhist Humanism and Leadership of Japanese Business Administrators (Kaoru Yamanaka) 
reason. It is not dogmatic. Important is that Buddhism embraces life in its totality.
It is needless to say that Japanese business administrators give weight to reason and logic, but 
on the other hand, they put emphasis on emotion equally. The followings show some concepts of 
top leaders like this idea [4].
M. Nakai, the president of Japanese restaurant chain, said “there is a leader who orders ‘Do 
it in this way. Make it in that way. When you do so this would happen’. He is a rational leader. In 
contrast, a leader who values the sensibility says ‘the point that I want to do is this. How do you 
think what we should do for that? ’ The latter leader can capitalize the individuality of each person”.
A. Oze who was the vice -President of House Foods Corp. said as follows. “You cannot 
convince people if you cannot explain things logically. But you cannot move the person if there is no 
sympathy of the heart.
Therefore, a leader should expose the weaknesses of his own. How much can you show your 
true form? You have to show straightforwardly both sides of the strong and weak faces. People feel 
empathy and humanity to the story failed than successful story. People feel that our boss is also 
a human being, and would understand that he have been struggling just like them. They would 
gain a sense of confidence and of intimacy with their boss. This leads to a sense of unity of the 
organization”.
One of the words frequently used by Japanese business persons is “uchi”. Originally this is a 
word that refers to a family home. But, Japanese business persons often call their own company by 
the word “uchi”.
E. Shoyama, the chairman of the board of Hitachi Ltd., said the followings [4] : “Family - style 
management is a good system that brings out the power of the Japanese people. In the system, 
employees are working with affection for the company. They share the vision with executives, and 
will go together. At the core of the Japanese management there is the Japanese strong ethics, and 
the spirit to carry through to the end in any way.
A major premise of Japanese companies is steady employment. They are characterized by 
‘ mutual trust’ and ‘hands -on approach’. We have to return to the origin of Japanese management 
that makes the best use of the teamwork. This is a key to survive the current wave of global mega -
competition”.
Putting emphasis on the family - like affection of employees is considered to be Japanese unique 
management. We will show another example of Japanese leaders who value the sensibility.
The activities of NPO and the social enterprises are prominent in Japan for recent 20 years. A 
lots of women social entrepreneurs have led these organizations. When we study the management 
of these women leaders, we can find that their management - styles are clearly different from the 
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male’s ones. They originally conceived the businesses for their families or for their region, and they 
will do what they really want to do. As a result their jobs contribute to the society. It can be said 
that women’s sensibilities and sympathy with the people around, are effectively utilized for social 
enterprises [8].
Since these resonance and sympathy are rooted in human nature, the leadership that put 
emphasis on human sensibility is not limited to certain country. Ikeda pointed as follows [7]. 
“Although some sociologists describe the family - style approach to business as a purely Japanese 
phenomenon, it seems to me that, as business everywhere tends to internationalize, closer family 
relations between management and labor will become increasingly important”. Ikeda generalized 
these concepts and proposed the idea called “inner universality”. To explain the “inner universality” 
he presents an example story about the early Edo -period politician Doi Toshikatsu (1573 -1644) [9].
One day, Doi picked up a discarded scrap of Chinese silk and handed it to one of his samurai 
retainers. Many laughed at this seemingly insignificant gesture. Several years later, when Doi 
asked the samurai about the piece of silk, he produced it, having carefully stored it. Doi praised the 
samurai and increased his annual stipend by 300 koku (the standard unit of wealth in Japan at the 
time). Doi then explained his actions:
This fabric was produced by Chinese farmers who plucked mulberry leaves to raise silkworms 
and spin thread. It came into the hands of Chinese traders, crossed over the great distance of sea 
to reach Japan, passed through the hands of the people of Nagasaki, was purchased by merchants 
in Kyoto or Osaka, and finally reached Edo [present -day Tokyo]. One cannot but be struck by 
the enormous human effort by which it reached us, and thus to discard it as a worthless scrap is a 
fearful thing inviting the rebuke of heaven.
Doi explained logically but important is his sensibility. Ikeda said “to empathetically connect, 
through a scrap of fabric, with the lives of farmers working in mulberry fields in distant China 
— this is precisely what I am referring to as inner universality. If we develop such fresh and vital 
imagination, a keen sensitivity to daily life and to life itself, we will be able to experience not only 
close friends but even the inhabitants of distant lands whom we have never met —  and even the 
cultures and products of those lands — as neighbors”.
And Ikeda argues as follows. “Human progress is not caused by the reason but caused by the 
deepening of intuition which controls the reason [10]”. “Only intuition can provide insight into realms 
where reason cannot penetrate [7]”.
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4. Happiness of Both Oneself and Others
The third feature of Ikeda’s Humanism is “Happiness of both oneself and others”. This is the 
idea that human beings secure true happiness by making others happy. This is not the spirit of self -
sacrifice. Nichiren Buddhism teaches the principle called “oneness of life and environment [3]”. Life 
and its environment, though two seemingly distinct phenomena, are essentially non -dual. They are 
two integral phases of a single reality. Although we perceive things around us as separate from us, 
there is a dimension of our lives that is one with the universe. At the most fundamental level of life 
itself, there is no separation between ourselves and the environment.
Buddhist studied our consciousness and found that below the realms of conscious awareness 
there is “Alaya - consciousness” in which all of the actions and experience of life are accumulated as 
karma. There “an enduring flow of life energy” is flowing like a torrent. The flow also intersects with 
the other person’s “flow of life energy”. Therefore, our lives constantly interact, exerting a profound 
influence on each other. This concept grasps the nature of the relationship that exists in this world. 
A wisdom arises which enables us to perceive the fundamental equality of all living beings and to 
deal with them on an unchanging basis of respect. 
Ikeda explains as follows. “Everything is connected. Nothing can exist independently of other 
things, and nothing arises in isolation on earth. Any organism cannot fulfill its own lifetime by 
alone. If you do not improve the whole society, you cannot ensure the prosperity and the Happiness 
of yourself. At the same time, prosperity at the expense of individuals is not a true prosperity in any 
society, any nation or any company. There cannot be ‘misfortune of others only’ and there cannot 
be ‘happiness of own only’ [11]”. 
From the point of view of individual behavior this principle is expressed as follows. “If you 
change yourself, your circumstances will inevitably change also. If your mind hopes to do so, the 
reality will begin to move along your will [1]”. The following is Ikeda’s famous quote at the beginning 
of the novel named “human revolution [12]”. “A great human revolution in just a single individual will 
help achieve a change in the destiny of a nation, and, further, will enable a change in the destiny of 
all humankind”.
It is important to construct the network of human solidarity, which should start at a familiar 
and concrete place. After then, step by step and without interruption, you should change your 
surroundings as near “neighbors”. This idea is the basis of the peace movement of the Soka Gakkai.
This thought can be called as “Happiness of both oneself and others”. In Nichiren Buddhism 
this idea is expressed as “If you light a fire for others, front of you will also be obvious”. Our life 
expands, as does our capacity for joy, to the degree that we take action for the Happiness of others.
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K. Eguchi, vice president of PHP Inc., who served as a secretary to Konosuke Matsushita 
for many years, concluded that the reason for Matsushita’s success is as follows [4]. “Konosuke 
Matsushita was the person who was delighted in making people happy. A person, who is called as 
an excellent leader, thinks earnestly about the people around him. Only the person, who has the 
quality to feel the joy when people around him become happy, can be a successful manager. This is 
the reason why Mr. Matsushita succeeded”. This is a remarkable example of the idea of “Happiness 
of both oneself and others”.
D. Ikeda said “The sharp ability of the entrepreneurs and of managers to understand the era 
has been the major driving force for the economic development of Japan. And their ‘foresight’ 
and the ‘ability to act ’ could be changed to a more robust leadership if their thoughts intended for 
‘contribution to others’ [1]”.
Further I should add one more important point. At the base of this idea there are the 
philosophy of “symbiosis” and “praise of diversity”. Humans, nature and the universe coexist and 
are fused as one life form. We should recognize the diversity of human beings, and admire it. Each 
human being, race and nation must recognizes the individuality of each one, and live together.
The movement of Soka Gakkai based on above mentioned thought is naturally linked to the 
movement for world peace. It has become a movement to take advantage of a variety of thought 
beyond the ideology. Though it is the movement of the religious organization, it is no longer 
something exclusive.
The idea of “Happiness of both oneself and others” is inextricably linked with the thought 
“oneness of life and environment”. In the global society, everything is more closely linked than 
before. For example, in fierce economic competition for survival, even if one company temporarily 
became a winner, everyone eventually would be a loser. To beat other companies equals to hurt 
their environment and hurt their own company. Further it can be said that “to hurt the environment 
equals to hurt your life”.
The business form of social enterprises can be said to be an illustration of these ideas. Many 
social enterprises are trying to make their own environment be a better world [8]. They have 
challenged to the eradication of poverty or resolved the gender discrimination, parenting support, 
and regional revitalization. Their purpose is not to get benefit but to solve the social problems like 
these. Their purpose is to improve the environment of the people around them and they also feel 
happy in achieving their purpose.
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5. Humanitarian Competition
Based on the idea of “Happiness of both oneself and others”, the thought named as 
“humanitarian competition” was proposed by Tsunesaburo Makiguchi (1871 -1944), the founder 
of Soka Gakkai [13]. He surveyed the grand flow of human history and identified the forms of 
competition — military, political and economic — that have prevailed in dif ferent periods. T. 
Makiguchi described “humanitarian competition” as follows: “To achieve the goals that would 
otherwise be pursued by military or political force through the intangible power that naturally 
exerts a moral influence; in other words, to be respected rather than feared”. And he explained: 
“What is important is to set aside egotistical motives, striving to protect and improve not only one’
s own life, but also the lives of others. One should do things for the sake of others, because by 
benefiting others, we benefit ourselves”.
T. Makiguchi described the value of competition as a source of energy and vitality. “We find 
progress and development where competition is strong and powerful; where it is hampered, either 
by natural or human factors, we find stagnation, immobility and regression”.
Ikeda noted as follows: “As a concept, it compels us to confront the reality of competition while 
ensuring that it is conducted firmly on the basis of humane values, thus bringing forth a synergistic 
reaction between humanitarian concerns and competitive energies. It is this that qualifies 
humanitarian competition to be a key paradigm for the twenty first century [9]”.
In the creation of their business model, social enterprises can be seen to be competing ideas of 
social contribution. And they are exposed to the harsh economic competition. In this sense, a social 
enterprise is considered to be an embodiment of the “humanitarian competition”.
Ikeda analyzed the current society as follows [9]. “The processes of globalization, buoyed 
by deregulation and technological innovation, have encountered a fierce backlash in the form of 
globalized recession”. “The global financial system requires some regulatory framework, and this is 
where governments and political processes must play a major role. Political leaders should exercise 
their talents for the greater good and from a broad and impartial perspective”. “In this connection, 
I would like to explore the idea of ‘humanitarian competition’ which I feel can serve as a fresh 
paradigm to guide us out of the present deadlock”.
Today, there are widespread calls for a paradigm shift from the pursuit of material wealth to 
sustainability. In the society of the future we should try to increase the level of satisfaction of human 
life which does not depend on the excessive consumption. When we adopt this concept as the basic 
philosophy of the future, orientation toward the realization of a sustainable society is determined. 
The report of the Club of Rome proposed some visions for the realization of the sustainable 
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development in the society of the future. Next is a part of them [14].
“Sustainability, efficiency, sufficiency of needs, justice, fairness and the community should 
be important social values. The economy should serve for the happiness of human society and 
the environment. It should be the society where we are able to live without the need for the 
accumulation of material things”.
Dr. D. Ikeda and Dr. Aurelio Peccei (1908 -1984), the founder of the Club of Rome, concluded 
through repeated dialogues as follows [15]. “Only the human revolution is what enables the selection 
of a new path to the future and to recover the fortune of mankind. It is the key to our positive action 
to the society of the future”.
There is a good historical experiment in Japan. Tokugawa shogunate during the Edo Period 
(1603 -1868) took the policy of seclusion. In the period the foreign trade was negligible. Almost 
everything was produced and consumed in the country. During this period Japan had an ideal 
recycling -based society. The distinctive culture flourished instead of consuming the substances. 
Japanese original ar t such as “ukiyo -e” was developed and a variety of sciences were also 
progressed. Especially mathematics has its own development in Japan.
An American named James. C. Hepburn came to Japan at the end of Edo Period. He tried to 
teach English language and mathematics to young samurai (children of high - ranking officials of 
the shogunate). After he came back to U.S, he wrote the following article in a magazine [16]. “It was 
very difficult to teach them the correct English pronunciation. But, everyone knew well the algebra, 
including quadratic equations, plane and spherical trigonometry. In fact, college graduates in the 
United States would not be able to defeat these young Japanese”.
During the same period, a delegation was sent to the United States by the Shogunate, and they 
were welcome in the United States. In order to welcome the people who came from the barbaric 
country in the Far East, Americans were performed factory tours several times. At the factory a 
guide described why this machine was running and explained the structure and the principle of 
the steam engine. Later Yukichi Fukuzawa who was a servant of the delegation wrote that “All of 
us were so boring at that time”. Because the principle of Watt’s steam engine was already common 
knowledge among these samurais. And they had enough knowledge of physics which young person 
of the West had to learn.
These episodes show that human growth does not need a larger consumption. If human beings 
gave up such lives that depend on the excessive consumption of the substance, the human race 
would be able to grow a lot in other fields. The principles of Humanitarian competition come alive as 
the thought of such a time.
Ikeda stated as follows [17]. “Although physical resources are finite, human potential is infinite, 
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as is our capacity to create value. The real significance of sustainability is, in my view, as a dynamic 
concept in which there is a striving or competition to generate positive value and share it with the 
world and with the future”.
6. Conclusions
Dr. Daisaku Ikeda’s “Humanism” philosophy based on Nichiren Buddhism is described. We 
pick out the three important features of his philosophy which are “Ordinary person as the most 
precious existence”, “The totality of our personhood” and “Happiness of both oneself and others”. 
On the other hand, the Japanese - specific ways of management by top leaders of Japan’s leading 
companies are shown. We describe the “self -  transformation power” as one of the requirements 
of Japanese leadership, “family - style management” or employees’ affection for companies, and 
Matsushita’s management style which makes employees happy. 
Since Ikeda’s Humanism is based on the belief in the infinite possibilities of human beings, 
the thought is not restricted to certain religious organization. It is beyond the ideology and could 
be universal. We show that at the point of view of Ikeda’s Humanism, the Japanese - specific 
managements above mentioned can be transformed to the universal management style. Especially 
the thought based on “contribution to others” is shown to be able to bring about qualitative change 
of the leadership. And a leader who embodies this idea would be the person required for the next 
era.
Finally, we propose the idea of “Humanitarian Competition” by T. Makiguchi as one of the 
methods to realize the sustainable development in the society of the future.
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げられる。しかし、米国主要企業であるフォーチュン 500 のうち、女性 CEO のいる会社は 21 社、
比率にすると 4.2％であり、米国でも女性経営者の占める割合は低いと言わざるを得ない [2]。
　日本における女性経営者の数は、帝国データバンクの全国社長分析では、全社長数に占める女
性社長の比率が、2009 年で 5.78％となっている [3]。この比率は、それ以前の５年間をみてもほ
ぼ横ばいで、６％に達しない。米国と比べて高いようであるが、話を上場企業に限ると 3967 社
中、女性経営者は 43 人で、わずか 1.1％の低さである。この比率から判断して、起業家の少ない
女性起業家の活躍と人間主義思想
Activities of Women Entrepreneurs and Buddhist Humanism
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起業時の年齢、(3) 起業時の地域（本社所在地）、(4) 起業での資金調達、(5) 起業時及び事業継




















　まず (1) 起業はいくつになってもできる。70 歳代でも遅くはない。(2) Ｍ字カーブの谷の年齢
で起業する事例が多い。Ｍ字カーブとは日本の女性の有業率を年齢別に表す折れ線グラフが、25










































の分かった 35 件についてまとめたものである。150 万円間隔で描画すると図３のような結果が
得られた。
　最大金額は 4,000 万円であるが、300 万円から 600 万円の間に第２のピークがある。一般的な
感覚では、それほど大きな規模で開業しないのであれば、この程度の開業資金が目安となる額で
あり、適当と思われる。しかし、最大のピークは 0 ～ 150 万円、具体的には開業資金ゼロで開業
している例が最も多い。銀行も女性（特に専業主婦）には融資をしないようである。実際、調
査した一例で、北海道のいちご狩り農園とアイスクリーム製造、レストラン併設の企業の場合、
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84 歳の時であった。松下氏は Samuel Ullman の Youth という詩を愛し、それを基にして作った
詩を、自室に額として掲げていた。
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　本論文では、まず CSR（Corporate Social Responsibility 企業の社会的責任）や近年ビジネス界
で注目されている CSV（Creating Shared Value 共通価値）の考え方[2] およびその事例を材料と
して、創立者の人間主義に基づく経営のあり方を探ってみる。
　次に、本年（2015 年）9 月の国連総会で採択された新たな国際目標としての「持続可能な開発













The True Aspect of Humanistic Management based  

































































































































　なお、本論文では CSR と CSV を列記しているが、この二つを同一視しているわけではない。
まず、これら二つの取り組みについての本論文の解釈を述べる。
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　ところで、CSV の推進論者の中には CSR に批判的な見方が多い。前掲のポーターの論文では、
「ほとんどの企業は今なお CSR という考え方にとらわれている。つまり企業にとって、社会問
題は中心課題ではなく、その他の課題なのである」との批判がある。また CSV の原点とされる












































































































ルトはこのために利益率も好調だった GE プラスチックや NBC ユニバーサルを売却した。次




「GE では、“エコマジネーション”関連の売り上げが、2009 年では 180 億ドルに達した。こ





























マジネーションへの転換は、人間主義思想の特徴 (1) で述べた「生命の尊厳」また特徴 (3)
「自他共の幸せ」を求める事例として特に優れた取り組みであると評価することができる。





























　住友化学は、タンザニアのメーカー AtoZ 社に技術を無償供与し、約 7,000 名の現地雇用を
創出した。更に、グループ会社とのジョイントベンチャーでオリセットネット生産会社を設
立している。原材料の供給は Exxon Mobile、ローンの付与はアキュメン財団、ブランドキャ
ンペーンは現地 NGO の PSI、製品はユニセフが全量購買という多様な組織によるビジネス展
開である。
　2000～2010 年までで累計 74 万人の子供の命が助かったとワールド・マラリア・レポート
にある。また、売上げの一部を使って、特定非営利活動法人等と連携し、タンザニア、ケニ
ア、ガーナなどを含む 10 ヶ国（2014 年 3 月現在）で小学校を建設するなど、16 の教育支援
プロジェクトを実施している。
　住友化学では、マラリアの撲滅は貧困対策であるとして「マラリアによるアフリカの経済







WHO のロールバックマラリアキャンペーン、2002 年 G8 での「世界エイズ・結核・マラリ
ア対策基金」設立の好機を得たものである。従ってビジネス動機が社会的価値の創造から経





③ 味の素は、ガーナにおける栄養改善を目指して現地機関や国際 NGO などの複数の組織とガー
ナプロジェクトと呼ばれる協働の事業を行っている。ガーナプロジェクトは、2009 年に味の





は、ガーナで伝統的な離乳食として普及していた KOKO と呼ばれるお粥である。KOKO は
たんぱく質やビタミン、ミネラルなどの微量栄養素が不足しているため、離乳期の子どもの
成長を遅延させる一つの要因となっていた。そこで家庭での KOKO の調理時に添加する栄養











ン（Yedent Agro Processing Venture Ltd.）を選定し、ガーナ大学を通してイェデンに資金を
投入した。イェデンに生産設備と品質管理の考えも導入し、現地生産の準備を進め、2012 年








































バー 12 人中 10 人が大豊町や近隣で生まれ育った地元出身者であるからである」と文献[25] で
は、住民とセールスドライバーの精神的な繋がりに言及している。














提言」で MDGs の達成に向けて様々に取り上げ提言を行ってきたが [26]、SDGs については本論
文の「はじめに」でも述べたように目標案の段階でその取り組みに賛同を示している[3]。MDGs











　この SDGs は、MDGs を引き継ぐとともに地球環境保全に関する国際会議リオ +20 の流れも
包含している[28]。従って 17 の目標には、「経済的」、「社会的」、「環境的」側面というトリプル・
ボトムライン[10] における課題が組み込まれている。








CSR、CSV、SDGs にみる人間主義経営の真像（山中　馨）  
　池田人間主義の立場から SDGs の内容をみてみると MDGs から SDGs への移行で、世界の意
識は、ますます池田人間主義の主張に近づいてきていると判断することができる。まず目を引く




受けられないが、この Leave no one behind の理念は人間主義思想に通ずる部分として評価できる。





















示したが、SDGs の 17 の目標の多くの部分は、この三大特徴に包含される。目標１の貧困問題、
目標２の食料の確保と栄養改善、目標３の健康な生活と福祉の推進は、人間主義思想の節２の
(1)「生命の尊厳」で挙げた①②と同じ目的を持っている。目標 11 の居住地の持続可能性、目
標 12 の消費と生産のパターンの確保、そして目標 17 のパートナーシップの活性化は節２の (2)
「全体人間」で挙げた②と同様の「連携」「絆」を重要視する方策として相通ずる。また、目標
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10 の格差の是正、目標 13, 14, 15 の気候変動、海洋資源、森林の持続可能性などの問題は、節２
(3)「自他共の幸せ」①で述べた地球環境の持続可能な開発を目的とするものである。
　池田人間主義は、節２でも述べたように究極的には世界平和の実現を目指すものであり、節２























た。さらに、その一般的な姿を示している実例として CSR の事例、CSV を実践している CEO




　また、本年（2015 年）国連総会で採択された SDGs については、その内容が MDGs よりも更
に池田人間主義思想に近づいていることを示した。SDGs の 17 の目標の多くが、人間主義思想













[1] 山中馨、「人間主義経営論の試み」『創価経営論集』第 28 巻第 1・2・3 合併号、pp.115 -128、2004。
[2] マイケル E. ポーター、マーク R. クラマー、「共通価値の戦略 Creating Shared Value」『DIAMOND 
ハーバード・ビジネス・レビュー』、ダイヤモンド社、2011。
[3] 池田大作、「人道の世紀へ　誓いの連帯 ―第 40 回『SGI の日』記念提言―」、創価学会広報室、2015。
[4] 松岡幹夫、「日蓮仏法と池田大作の思想」、第三文明社、2010。
[5] 山中馨、「池田人間主義哲学と日本人経営者のリーダーシップ」『創価経営論集』第 38 巻第 2・3 合併号、
pp.41 -50、2014。
[6] 蔡徳麟、「東洋の智慧の光―池田大作研究」、鳳書院、2003。
[7] A. J. トインビー、池田大作、「二十一世紀への対話」『池田大作全集』第３巻、聖教新聞社、1991。
[8] ポール J. ザック、「経済は『競争』では繁栄しない」、ダイヤモンド社、2013。
[9] 池田大作、「皆が輝く社会へ、希望を送り続けるリーダーに」『ダイヤモンドセールスマネジャー』第
40 巻、第 5 号、ダイヤモンド社、2004。
[10] 山中馨、「CSR と人間主義リーダーの重要性」『創価経営論集』第 30 巻第 1 号 , pp1 -16、2006。
[11] ジョン・ガーズマ、マイケル・ダントニオ、「女神的リーダーシップ」プレジデント社、2013。
[12] 山中馨、「社会的企業の評価基準とその適用」『創価経営論集』第 35 巻第 1・2・3 合併号、pp.1 -14、
2011。





[16] 熊谷昭彦、「GE は事業で社会的課題を解決する」『DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー』、
ダイヤモンド社、2015。
[17] 藤井剛、「CSV 時代のイノベーション戦略」、ファーストプレス社、2014。
[18] GE　エコマジネーション・レポート、「Our Global Impact」http://www.ge.com/jp/company/
創価経営論集　第42巻	第１号	
ecomagination/、2015 （2015 年 10 月 11 日参照）。
[19] Economic News、「アフリカ市場を『急がば回れ』で開拓した日系企業」、http://economic.jp/
?p=20442、2013（2015 年 10 月 13 日参照）。
[20] The Essence of BBT、「ヤマハ発動機が考える理想のアフリカビジネスとは」、http://www.bbt757.
com/pr/bbtch/183/ （2015 年 10 月 13 日参照）。
[21] 岡田正大、「CSV は企業の競争優位につながるか」DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー』、
ダイヤモンド社、2015。
[22] 住友化学、CSR「オリセットネットを通じた支援」、http://www.sumitomo-chem.co.jp/CSR/
olysetnet/（2015 年 10 月 21 日参照）。
[23] 平尾毅、星野雄介、「ビジネスケース×味の素」『一橋ビジネスレビュー 2012 年 AUT』、60 巻 2 号、
東洋経済新報社、2012。
[24] ヤマトホールディングス、「特集　地域活性化の新たな取り組み『プロジェクト G (government)』」、
News Letter, 2014.03 vol. 13、2014。
[25] 玉村正敏、横田浩一、上木原弘修、池本修吾、「ソーシャルインパクト」、産学社、2014。
[26] 池田大作、「新たなる価値創造の時代へ ―第 35 回『SGI の日』記念提言―」、創価学会広報室、
2010。
[27] UNDP （2015）、「持続可能な開発目標（SDGs）採択までの道のり」、http://www.undp.org/content/





[32] Claire Luke、「国連事務総長が SDGs の『統合報告書』を発表」、国際開発ジャーナル、No.701、
2015。
[33] Adva Salinger、「SDGs 達成の鍵はパートナーシップ」、国際開発ジャーナル、No.701、2015。
[34] 豊島名穂子、「第 4 章　池田思想にみる『人間の安全保障』」『女性の世紀を創るために』、東洋哲学
研究所、2011。


















































































































































































































































CS や ES を人間主義経営の例として挙げることが非常に多い。が、前述したように「自他共の
幸せ」は身内の中だけの幸せを追求しているものではなく、社会全体の変革を目指すものである。






















ては、創立者が本年（2016 年）の「SGI の日記念提言」[17] で取り上げ、その重要性とそれに基づ
く創立者の世界平和へ向けての種々の提言が示されている。











































































































とは、上記 (1) から (5) の諸点を指す。また“変化するもの”については、CSR、CSV や SDGs
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第 1 条　本会の事業年度は 4 月 1 日より始まり，翌年 3 月 31 日に終る。


























栗山　直樹	 	 	 本学教授
木野　親之	 	 	 パナソニック㈱終身客員
山中　　馨	 	 	 本学教授
創 価 経 営 論 集  　　 第 42 巻　第 1 号
平成30年2月11日			発			行
編集・発行人						創 価 大 学 経 営 学 会





THE REVIEW OF BUSINESS ADMINISTRATION
Vol. 42   No. 1   February  2018
Contents
On the Issue of the Collection of Articles to Commemorate Professor Kaoru Yamanaka’s Retirement 
      .................................................................................................................................. Naoki Kuriyama 1
Articles:
Invited paper:
Founder Professor Daisaku Ikeda and Founder Konosuke Matsushita .......................... Chikayuki Kino 3
Collected papers by Professor Kaoru Yamanaka:
A Trial to Develop a Theory of the Humanistic Management .....................................................................   13
The Humanistic Management and a Spirit of Matsushita Electric’s Innovation ..........................................   27
Crucial Role of a Humanistic Leader on CSR .............................................................................................   41
SGI’s Day Proposal Embodied by the Social Entrepreneur ..........................................................................   57
Criteria for Evaluation of Social Enterprise and its Application Results  ....................................................   69
Abilities of Social Entrepreneurs in Japan Estimated on “Social Business 55 Selected” ............................   85
Roles of Human Beings and of Business Enterprises based on Three Wise Men Philosophies .................    99
Buddhist Humanism and Leadership of Japanese Business Administrators ................................................119
Activities of Women Entrepreneurs and Buddhist Humanism .....................................................................131
Ikeda’s Humanism Philosophy and Leadership of Japanese Business Administrators ................................147
The True Aspect of Humanistic Management based on CSR, CSV and SDGs ...........................................157
Basic Theory of  “Buddhist Humanistic Management” ...............................................................................175
Profile of Professor Kaoru Yamanaka and List of Research Achievements .................................................189
Published by
The Business Administration Society
Soka University
A Special Commemorative Issue Honoring Professor Kaoru Yamanaka
